
北
海
道
朝
陽
会
開
催

桃
の
節
句
と
は
い
い
な
が
ら
春
の
訪
れ
に
は
ま
だ

ま
だ
遠
い
二
月
二
日
、
第

一
回
の
北
海
道
朝
陽
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
札
幌
で
は
以
前
に
ヽ
■
個
か
有

志
に
よ
る
朝
陽
会
が
試
み
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
今

回
は
五
十
八
年
度
の
朝
陽
会
名
簿
か
ら
道
内
在
住
者

百
名
余
り
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、

八
十
三
名

を
確

認

し
、
当
日
は
夕
方
か
ら
舞
い
始
め
た
小
雪
の
中
を
は

る
ば
る
旭
川
、
苫
小
枚
等
か
ら
順
け
つ
け
た
方
々
、

た
ま
た
ま
旅
行
中
の
ア
ベ
ッ
ク
を
含
め
熱
い
思
い
を

胸
に
秘
め
た
六
中
健
児
３８
名
が
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
集
合
し
ま
し
た
。

述
藤
先
■
の
発
起
人
代
ｔ
ｒ
杵
、
た
川
夫
′，―‐‐
■
｛

乾
杯
の
音
頭
で
宴
が
始
■
り
、
′
′
口

，
＝
十
１‐
―――

‐―‐‐‐

い
た
だ
い
た
杉
同
先
■
の
――――
卜
一
“
、

―――
席
計
十
員

の
自
己
紹
介
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
六
中
健
児
、
数
年
前
ま
で
テ
レ
ビ
番

組
で
活
躍
さ
れ
た
方
、
北
大
内
部
で
六
中
間
の
形
成

の
努
力
を
さ
れ
て
い
る
方
、
は
た
ま
た
互
い
に
同
窓

生
と
は
知
ら
ず
に
仕
事
を
し
て
い
ら
し
た
方
々
も
登

場
し
、
話
題
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
あ

っ
と
い
う
間

に
時
間
が
経
過
し
ま
し
た
。
最
後
に
水
泳
部
の
リ
ー

ド
の
も
と
五
万
節
を
合
唱
、
引
続
き
朝
陽
会
本
部
か

ら
直
送
さ
れ
た
テ
ー
プ
に
合
わ
せ
六
中
健
児
の
歌
を

三
度
も
大
合
鳴
し
、
次
に
会
う
時
を
楽
し
み
に
し
つ

つ
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
「
今
回
は
仕
事
の
都
合
で

や
む
無
く
欠
席
さ
れ
た
方
も
多
く
、
第
二
回
を
是
非

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
道
内
在
住
の
方
で
連
絡

が
届
か
な
か
っ
た
方
、
転
任
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
方
、

ど
う
ぞ
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

尚
、
北
海
道
朝
陽
会
の
最
長
老
で
い
い
っ
し
ゃ
る

井
手
先
輩
が
昨
年

随
筆
集

「
私
の
山
旅
友
」
（定
価

千
二
百
円
）
を
自
費
出
版
さ
れ
ま
し
た
ず
ご
希
望
の

方
は
同
じ
く
事
務
局
ま
で
ご

一
報
ぐ
だ
さ
い
「

事
務
局
　
ｔ
幌
市
北
区
北
十

一
条
西

一
丁
目

第
二
長
山
ビ
ル
二
〇
五

・松
野
功
、
淳
子

〇
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